




〔緒言〕 

特異的減感作療法は気管支喘息の根本療法の 1 つとして,今日広く行われている治療法で

あり,その効果については一般に認められているところである。しかし,本療法に伴う副作

用についての報告や,薬剤による発作予防療法の応用などによって,特異的滅感作療法の対

象がかなり厳選される気運になってきている。 

私共は,本療法の効果ならびに副作用の頻度を知る目的でアンケート調査を行い,その一部

は中間報告として昭和 53 年小児慢性疾患(臓器系)に関する研究報告書にご報告した。 

今回は,集計を終った副作用調査について報告する。 


